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当社のセグメント（事業）別売上げ実績

■大和ハウス工業の連結売上高構成比

売上高

2兆8,107億円
27,00320,07918,48716,90116,098 28,107
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■大和ハウス工業の国内営業拠点網

全国的な土地情報及びテナントとのネットワーク
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合計 85 拠点 2015年4月1日現在

近畿地区
本社・本店
2支社・9支店

中国・四国地区
12支店

中部地区
1支社・11支店

九州・沖縄地区
1支社・9支店

関東地区
本社・本店
11支社・11支店

北陸・信越地区
1支社・5支店

北海道・東北地区
2支社・6支店
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Dプロジェクトの実績

2015年3月末現在

３大都市部のみならず、北海道・東北・中部・中四国・九州まで幅広く展開
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当社実績からしてセンター稼働率は100％ですが、仮にテナント稼働率が90％だった場合。

今後の展開方針

BTS型物流センター
（特定テナントの専用センター）

マルチテナント型物流センター
（複数テナント利用センター）

センター稼働率

保有資産比率バランス

保有資産全体の稼働率

70%～80% 30%～20%
マルチテナントBTS

稼働率 100% 稼働率 90%（仮）

マルチテナントBTS

全体として稼働率98%は維持

開発面積 約391,054㎡開発面積 約4,611,618㎡



高速道路等のインフラ整備とDプロジェクトの実績（予定含）

①ＤＰＬ平塚
②ＤＰＬ相模原
③Ｄプロジェクト八王子
④Ｄプロジェクト飯能
⑤Ｄプロジェクト東松山
⑥Ｄプロジェクト坂戸西
⑦Ｄプロジェクト久喜菖蒲
⑧Ｄプロジェクト柏
⑨Ｄプロジェクトつくば谷田部
⑩Ｄプロジェクト阿見霞ヶ浦
⑪Ｄプロジェクト富里
⑫Ｄプロジェクト千葉北
⑬Ｄプロジェクト茜浜
⑭Ｄプロジェクト新港
⑮ＤＰＬ市川
⑯Ｄプロジェクト板橋
⑰ＤＰＬ三郷
⑱Ｄプロジェクト和光
⑲Ｄプロジェクト有明
⑳Ｄプロジェクト城南島
ＤＰＬ川崎夜光
ＤＰＬ横浜大黒
Ｄプロジェクト磯子
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⑰Ｄプロジェクト和光

圏央道および外環道付近（2013～2017）の実績（一部）と予定（工事中）物件

⑦Ｄプロジェクト久喜菖蒲 ⑮ＤＰＬ市川 ⑯ＤＰＬ三郷
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⑳Ｄプロジェクト城南島 ＤＰＬ横浜大黒22
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環境配慮型物流施設

ＤＰＬ三郷
（ＣＡＳＢＥＥ Ｓランク取得）

Ｄ‘ｓ ＳＭＡＲＴ ＬＯＧＩＳＴＩＣＳ

モーダルシフトの取組み

CO2、排気ガス
排出量削減

ＤＰＬ相模原

・全館ＬＥＤ ・太陽光発電
・空気還流システム ・Ｄ-ＬＥＭＳ

１施設だけでは限界があり
次世代へ向けての物流効率化等が望めない

道路混雑の緩和
ドライバーの
労働時間短縮

大和ハウスの開発方針

・ＬＥＤ照明 ・太陽光発電

大ロット輸送で
効率化を図る
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Ｉ・Ｃ付近／消費地に近い／労働者の確保

小売店

小売店

消費者

陸送
陸送

陸送

大和ハウスの開発方針

ダイレクトに貨物を載せる

今までのニーズ

具体的イメージ

+ 鉄道貨物駅付近

大都市圏

ニーズがまだ少ないのではないか？

港
消費地に近い
貨物ターミナル駅貨物駅

鉄道輸送

物流施設
流通加工

物流施設
流通加工

物流施設
流通加工

物流施設
流通加工
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鉄道貨物輸送利用促進のための取組み事例

貨物ターミナル拠点

大和ハウス所有の開発地

大和ハウスが保有する物流施設開発を展開する上で、モーダルシフトへの転換は大きな課題。
ＤＰＬ横浜大黒では大手バイクメーカー様が移転のための物件を選定する際、
本牧に貨物ターミナル駅が近くにあることをＰＲさせていただいた結果
施設としての好感だけでなく、貨物ターミナル駅が近くにあることが他物件と
差別化され、顧客が本件を選定した大きな理由となった。

ＤＰＬ横浜大黒

7



今後の課題について

・物流効率化法の使い勝手

・市街化調整区域における開発の制限

・用途の特色に合わせた規制の整理

・道路・IC整備等

・環境配慮型物流施設

・ＢＣＰ対策

・物流センターの多機能化

・新たな人材の確保と定着率を向上させる労働力不足への対応

・自動化とロボットの導入

・物流業界の３Ｋ（危険、汚い、きつい）から５Ｓ（セーフ、スムーズ、スタイリッシュ、サラリー、サティスファクション）への転換
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